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新型コロナ禍　果たす役割は
協働〜総働地域力で乗り越えさらに、新しい更北を切り拓く
平素は、更北地区住民自治協議会の地域自治運営に対する住民皆様のご理解ご協力に深く感謝申し上げます。
さて、今年度は新型コロナウイルスの感染拡大により地域社会の経済や生活が大きな不安や混迷状態に陥った一方で、
私たちがこれまで当たり前と思い込んでいた、いろいろな物事の大切さや価値に改めて気づかせてくれました。
例えば、人と人が向き合って話す大切さ、人が集まって楽しむことの素晴らしさ、日頃の地域コミュニティ、私たちの暮
らしがさまざまな人の支えで成り立っていることへの感謝の思いです。
新型コロナウイルス禍により自粛一辺倒で会議やイベントの中止により地域のつながりと活気が失われてしまうので
はないかと大変心配しています。また、自粛生活を通して私どもの生活にとって「なくてはならぬもの」は何か、そういう
ことが映り、見え、これまでの在り方を見直す時代に入ったものと思った次第です。今後、新型コロナ禍にどのように向き
合うか大きな課題ですが、当地区住民自治協議会運営指針の三つの課題「まちづくり」「ひとづくり」「健康づくり」のなか
で地域力基軸は人と人とのつながりが唯一の地域資源と考え、自治・福祉・防災を三位一体で取り組んでいます。地域の皆
様には、今後とも引き続きご理解ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

更北地区住民自治協議会会長　山野井敏人

更北地区「音楽の集い」

10月11日（日）川中島古戦場史跡公園で、更北地区「音楽の集い」を開催

しました。

観客の皆さんには、パラソルコンサートと銘打って、ソーシャルディスタ

ンス確保の為、日傘雨傘をさしての観賞をお願いしました。秋空の下、地区

内５校による素晴らしい合奏・合唱が披露され、子ども達の喜ぶ姿と演奏は、

観客の皆さんの感動と変わりました。

住民自治協議会には、各種団体が多数ありますが、それらが協働～総働と

団結し、台風を吹き飛ばし、地域住民の皆さんのご理解、ご協力により、大

成功を収める事ができました。

この「音楽の集い」にご参加された方、ご来場いただいた方、携わってい

ただいた全ての皆さまのご協力ご支援に心から御礼申し上げます。
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秋台風シーズンを前に、「更北地区災害対策本部」設置を初めて方針化
今年度、「更北地区住民自治協議会」に、「防災部会」の設置を決め、「安心・安全研修会」の開催など「防災対策」
の強化に取り組んできた。「更北地区住民自治協議会自主防災連絡協議会」は、昨年秋の「台風１９号」の甚大な洪水
災害を教訓に、９月の区長会定例会で「災害対策本部」設置の基本方針について確認した。
今年も、熊本県球磨川水系における大洪水災害や、九州・沖縄地方を駆け抜けた「台風１０号」の超大型スーパー台
風の襲来に見られる「地球規模の異常気象」は、「線状降水帯」や「スーパー台風」による洪水災害が、かつて経験し
たことの無いレベルで多発化傾向が顕著である。今秋の台風シーズンに向け、「いざという時」の更北地区における備
えを準備しておくため、初めて方針化した。
具体的には、「警戒レベル５」（命を守る行動）が予想される際は、更北地区区長を招集し、地域の避難行動（自主・分
散避難）や避難所の支援活動等を地域一体となって実施する必要性を確認した。また、「新型コロナウィルス感染防止対
策」による避難所収容人員制限等を勘案した「安全な地域の避難所」確保等について意思合わせを行った。地域の安心・
安全に手抜きは許されない。危機意識を持って支え合いの地域づくりに取り組んで行きたい。

8月4日（火）に地区内の小中学校と高校計７校の校長先生方と、自治協役員との懇談会
が、更北支所2階会議室で初めて開かれました。
各学校から、新型コロナウイルスの影響で、子ども達が元気をなくしているなどの近況
をお聞きし、子ども達を励ましたいと、更北地区「音楽の集い」を開く構想を伝え、参加
をお願いしました。地域への要望としては、部活動や地域学習への支援などがありました。
また、地域と小中高連携・協働推進の為「地域教育協議会」の設置を提案しました。今
後も、学校と地域の連携を深め、子ども・学校・地域が一体となった「思い・あいさつ」が響き合う地域づくりを、め
ざして行きたいと思います。

更北地区小中高学校との懇談会

区長・副区長・自治会長合同研修会　人権教育市民の集い
7月28日（火）に、区長・副区長・自治会長を対象に更北公民館で行い、約100人が出
席しました。
演題　「千曲川・犀川の防災、減災について」
講師　　国土交通省　北陸地方整備局　千曲川河川事務所　

信濃川水系緊急治水対策プロジェクトの取り組みについて講演

演題　「防災対策について」
講師　　長野市危機管理防災課

長野地方気象台や市が発令する警報・注意報の種類についての説明や、避難所での新型コロナウイルス感染
対策・感染予防対策について講演

演題　「身近な人権を考える」～高齢者の人権～
講師　　長野市地域市民生活部　人権・男女共同参画課

高齢者の人権と地域支援の関わりについて講演

安心・安全（防災・防犯）研修会
8月30日（日）に更北公民館で行い、各地区区長・役員を中心に約80人が出席しました。

演題　「更北地区の防犯活動の強化・充実について」
講師　　更北交番　市岡正充所長

台風19号時の被災地での警備の様子や注意点、特殊詐欺の対応方法などに
ついてお話いただきました。

防災については、３名の区長が講師を務め、講演を行いました。
綱 島 地 区　宮澤弘明区長

綱島地区の“災害時避難マニュアル・防災マップ”と、防災訓練の実施例について
小島田地区　北山秀一区長

災害時の避難行動を、水防八策としてまとめた“「小島田自主防災会」防災対応マニュアル”について
真 島 地 区　小山安正区長

台風19号時の真島地区の対応の紹介と、「水防対策」の強化について
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社会福祉協議会

育成会・男女共同参画部会

①綱島北区　地域福祉懇談会
開催日：8月28日（金）10:00 ～ 11:30　
綱島北区で地域福祉懇談会を実施しました。質問内容は①綱北のいいところ　②住んで
いて困っていること、気になること　③暮らしやすい綱北にするために自分でできること
をワークショップ形式で実施しました。
公共交通・買い物が不便という意見や、避難場所が遠すぎる・犀川が増水した時が心配という意見がある中、集まっ
て話す場所があることが認知症予防や仲間づくりになっているという意見も多く、皆さんが当たり前の様に助け合い、
声を掛け合って暮らしている様子が良く分かりました。
これからも、福祉懇談会を開催したいと考えていますので、ご希望の地区がありましたらご連絡ください。

②介護予防事業（運動講習会・はつらつ体操）
毎月第４水曜日午後1時30分から更北公民館多目的ホールで運動講習会を開催してい
ます。又、各地域公民館でもはつらつ体操が盛んに開催されています。自粛生活の中、運
動不足にならないよう気をつけてください。

③第３次地域福祉活動計画の策定
平成30年に策定した支え合い活動計画を盛り込み、策定委員会において検討を重ねて
います。

事業の予定
「親子ひろばスペシャル」
日時：11月15日（日）10:00 ～ 11:30
場所：更北公民館多目的ホール
＊要予約：11月4日（水）～　定員：40組
（メール：ksyakyou＠valley.ne.jp、FAX：285-6225）のみ
※新型コロナウィルス感染症の拡大状況により急遽中止になる場合があります。

プログラミング体験学習―自ら出来た喜びは感動も
９月１９日（土）更北公民館多目的ホールで「親子のプログラミング体験学習」を開催し、
18名の参加がありました。高専の教授２名の指導により、コマンドをインプットしてから、
IchigoJamを使ってプログラミングを実施。LEDを点けたり消したりすることから入り、
子供達自ら、ゲームをプログラミングしました。ゲームが完成した時の喜びは大きく、自
慢の表情でゲームに集中していました。家庭にはパソコンの他にあらゆる所にコンピュー
ターが使われていることを知り、子供達は驚いていました。９０分の体験を通してもっとやりたい、ゲームを作りたい、
大きくなったら高専に行きたいなどと盛り上がっていました。保護者が子供と教え合い取り組んでいる姿を、微笑まし
く思いました。また、次回もこんな機会を作りたいと思います。

地域の女性たちと自治協役員との交流、懇談会　＜男女共同参画社会づくりを進める会＞
９月３日（木）更北地区住民自治協議会の役員の皆さんのご配慮で地域の女性の皆さんと
の交流、懇談会を更北支所多目的会議室で行いました。
自治協議会への理解を深めて、女性の活躍を拡大したい目的で、３２名の皆さんが集ま
りました。女性の皆さんは日頃感じている疑問や、お願いをしっかりと自分のことばで主
張しておりました。陰で愚痴や邪推をするのでなく、はっきりと発言することは、今の女
性に求められている事です。
そこで出された事を、下記にまとめました。

自治協の組織について・・・自治協の組織に女性を２人以上置きクウォーター制度とする。
予算委員会にも女性を参加させる。
区長会の位置付けと部会長会の関連、公民館と自治協の関連について。
総会に傍聴席の設置、広報の工夫をお願いしたい。

ボランティア活動の活発化と内容の調査と地域に知らせる工夫
出来ることを出来る人と組んで生かしていく方向も大切な事。
災害時の防災、隣組のつながりを考える。

自治協会長はじめ現役員が、聞く耳をもって対応する姿にありがたく思い、女性の皆さんの質問等に真摯に答えてい
ただき、意義のある会になりました。
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10 月３日にプロバスケットボールのＢリーグが開幕。 

ホワイトリングをホームアリーナとして活動する信州

ブレイブウォリアーズは、今シーズンからＢ１リーグ 

（トップリーグ）で熱戦を繰り広げています。 

地元で活躍するプロチームに是非熱いエールを！ 

信州ブレイブウォリアーズ 

ホームページ 

☎０２６-２７５-２３３３〒389-0821　長野県千曲市上山田温泉 2-32-11

1泊２食

1０,６００円
→ ４,８９０

2021年1月末日まで

消費税と入湯税込みの料金

円

GOTOキャンペーン　で　半額！

地域共通クーポン券も利用しての割引額です

★夕食時はお酒類ソフトドリンクなどご自由に（無料）

☆和食お膳料理は１１品、きっとご満足頂けます

★夕食朝食とも貸切の会場です

２名様よりOK

会食＆宿泊で

赤い羽根共同募金活動にご協力賜りまし
て、厚く御礼申し上げます。
住民と事業所の皆様からお寄せいただきま
した募金は、これからも地域のさまざまな
福祉を支える活動に役立ててまいります。
今後とも共同募金をよろしくお願い申し
上げます。

㈱信州トラベルサービス
たくさんの笑顔を支える旅行のご用命は

長野県知事登録旅行業第３種‒523号

〒381‒2205 長野市青木島町大塚 945‒5 2F　sts_travel_nagano@yahoo.co.jp
026‒291‒0120TEL 026‒291‒0121FAX

令和２年度上半期を振り返って
４月に更北支所へ着任して、早くも半年が過ぎました。令和２年度上半期は、新型コロナウイルス感染症が様々な分
野に大きな影を落としました。支所では、手指消毒薬や窓口の飛沫防止板の設置に始まり、マスク着用や換気の徹底な
ど、感染拡大防止対策が日常になりました。
更北地区でも、川中島古戦場まつり、スポーツ大会、子どもフェスティバルなどが中止になり、参加者の落胆はもと
より、主催する皆さんの無念な気持ちが想像されます。
この状況の中で、感染防止対策を行い「音楽の集い」や「防災・減災研修会」などを地域で開催してきたことは、一
筋の光を見る思いです。また、住民自治協議会が、来年度に向け、時代の変化に応じた体制への移行を検討しているこ
とは将来につながります。
更北支所としても「新たな日常」に対応しながら、住民自治協議会とともに、更北地区の活性化や安心・安全のまち
づくりを進めてまいります。

更北支所長　坂口　真

支所からのお知らせ
支所発地域力向上支援金事業追加募集！！

☆対象事業 更北地区の「安心・安全のまちづくり」をテーマとし、関連事業を追加募集します。
地域の防災力を上げるための事業　地域の防犯活動に関わる事業

☆補助内容 予算総額１０万１千円。１事業あたり原則として１０万円以内

☆募集期間 10月20日(火)から11月10日(火)まで

☆決定方法 選考委員会で決定し11月30日（月）までに連絡します。

☆ 連 絡 先 長野市更北支所　電話 285-2001
詳細については、お問合せください。


